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概要 １ 開会 

２ 議題 審議結果（案）について 

 事務局より、審議結果（案）について説明。 

 審議結果（案）について協議、本会議での意見を踏まえ、委員長と事務局

で審議結果（案）を修正し、市へ報告することについて、全委員の同意を得

た。 

 

（主な質疑・意見等） 

審議結果（案）の附帯意見について 

【１.準用河川船場川改修事業について】 

・自然排水の条件悪化について、裏付ける資料を整理してほしい。 

・開発前後の比較の図があると分かりやすい。 

・「このため」が２回記載されているので、１回目は削除する。 

 

【２.準用河川大坪川改修事業について】 

・船場川同様、貯水機能の低下等を裏付ける資料を整理してほしい。 

・「実施されているのにもかかわらず」は「実施されているにもかかわらず」

に修正。 

・再評価委員会は市民側の立場のため、「要望されている」ではなく「要望し

てきている」に修正。 

・「望まれる」という表現は、より強い表現である「切望される」に変更。 

 

【３.総合的な治水・減災対策について】 

・３は船場川と大坪川の両方の事業に跨るものである。 

・「河川改修事業による対策だけでは限界がある。」の後に、「地域住民と一体

となり、総合的な取組が必要である。」を加え、以降を交通整理してスマート

に記載すること。 

・総合的なことを書きすぎているため、より実効性のあるような提言にした

い。災害発生の事前、最中、事後の発想がない。意識して啓もう活動しなけ

ればならない。 



 


